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　本年度も多くの市民の皆様からご支援とご協力を賜りましたこと

に、心より感謝と御礼を申し上げます。

　２０１４年度の仙台ＪＣは、「Ｉｍａｇｅ　ｏｆ　Ｈａｐｐｉｎ

ｅｓｓ　ＳＥＮＤＡＩ～青年として、惑わず、憂えず、恐れず～」

のスローガンを掲げて運動を展開して参りました。２０１１年３月

に発生した東日本大震災で、大きな被害を受けた地域に住まう青年

団体として、発災直後より全国・全世界からの支援のもと様々な活

動を続けて参りましたが、あれから３年が経過した今も、未だに多

くの被災者が不自由な生活を強いられており、失われた生活や地域

を取り戻すためには、多くの課題が山積しております。そのような

中で、私たちは、失われた生活や地域を取り戻すために困難を乗り

越え、自らが考え行動し、震災以前よりもしあわせを実感できる地

域社会を思い描くことが必要だと考え、様々な事業を実施して参り

ました。

　本年度は、新たに震災から１０年後の２０２１年に「しあわせを

共感できる仙台」を実現するために「ＬＯＭ中長期ビジョン」を策

定いたしました。ＪＣは地域を担うリーダーを育成するために、毎

年役員や理事長が代わります。しかし、設立から６３年も脈々と続

く「明るい豊かな社会」を実現するという目的は何一つ変わること

はありません。今回策定した「ＬＯＭ中長期ビジョン」は、仙台の

地域を「明るい豊かな社会」にするものであり、仙台ＪＣはこのビ

ジョンに基づいて２０２１年をゴールとした中長期的な運動を展開

して参ります。

　結びとなりますが、２０１５年度も仙台ＪＣにこれまでと同様の

ご指導とご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。

理事長挨拶

公益社団法人仙台青年会議所 第63 代 理事長

納庄 国英
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　しあわせなまち創造委員会は、まちを更に魅力溢れる地域に

していくために、

行政・市民・企業と協働しながら、地域資源を活かしたまちづ

くりを考え、実施してまいりました。

　事業『ゆめ☆プロジェクト２０１４～ＣＯＮＮＥＣＴ地域の

たから～』は、『地域のたから』を市民の皆さまより写真・絵・

川柳で募集し、様々な手法で発信することで、地域の活性化に

繋げるものです。公開例会『ゆめ☆プロジェクト２０１４～Ｃ

ＯＮＮＥＣＴ地域のたから～』では、第一部としてアニメーショ

ン監督山本寛さんより『地域のたから』を活かした地域活性化

についてご講演を頂き、第二部では事業における入賞作品出品

者への表彰式を執り行いました。

　会員開発委員会では、しあわせな未来の仙台を実現するため

に、共に活動を行なう新しいメンバーの拡大を行ないました。

そして、新入会員の育成として、仮会員セミナーⅠ、Ⅱを通じ

仮会員にＪＣ活動の意義や実践するための考え方について学ん

でいただき、７月には無事に２６名の新入会員が正会員として

承認されました。新入会員が主体となり、メンバーの家族や大

切な方へ１年間の活動報告を行なうために、「仙台ＪＣ２０１４

年度事業報告会　～「しあわせな未来の仙台」へ出港！～」を

開催しました。

　総務委員会では、主な活動として仙台ＪＣで行なわれる総会、

理事会など諸会議の設営とそれらに伴う議事録を作成し、名刺や

会員名簿などの資料作成をしています。また、本年で４０歳を迎

え卒業する卒業生に敬意と感謝を伝えるために行なう１２月の卒

業例会を担当しています。表舞台にたって事業を展開して行く委

員会ではありませんが、仙台ＪＣを支えている責任感と誇りを持

ち、メンバー同士が結束して明るく楽しく活動いたしました。

しあわせなまち創造委員会 会員開発委員会

総務委員会
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　本年度未来ビジョン会議では、新年式典・新春名刺交換会（1

月）、３．１１キャンドルナイト～しあわせな黄色いハンカチプ

ロジェクト～（３月～）、４月例会「正会員セミナー０（ゼロ）」、

そして１年間を通してＬＯＭ中長期ビジョン策定に取り組みま

した。３月から展開した「しあわせな黄色いハンカチプロジェ

クト」は、ＡＳＰＡＣ山形大会、世界会議ライプツィヒ大会の

ＪＣＩアワードにおいて「最優秀長期的地域社会開発プロジェ

クト」を受賞いたしました。

　例会委員会では第３回（創立例会）、第５回、第７回、第１０

回例会（３月、５月、７月前半、９月）の企画・実施を行ない

ました。創立例会では正会員と特別会員が一堂に会し、絆を深

められる機会となりました。第５回、第７回、第１０回例会で

は本年度理事長所信に基づき、メンバー一人ひとりが「智・仁・勇」

の理念を心に刻み、困難に立ち向かいながらも正しい道を示す

ことができる真のリーダーとしての自覚と気概を学びました。

　法令会計審査会議では、公益社団法人格の維持と更新のため、

宮城県に対して必要書類の提出をして参りました。そして、毎月

開催される法令会計チェックでは、各会議体、委員会の予算作成

と決算処理が適正に行われたかの確認と事業開催に関するコンプ

ライアンスチェックを実施しました。また、J C I  ＡＳＰＡＣ

山形大会において、仙台ＪＣの事業を申請し、最優秀ＬＯＭ長期

的地域社会開発プログラムを受賞しました。

未来ビジョン会議 例会委員会

法令会計審査会議
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■子どもの共育実践委員会の一年間を振り返って

子どもの共育実践委員会では、共育事業「地域ふれあいフェスティバル～教育ってい

いね！～」と公開例会「共育でつながろう！地域・家庭・学校～子どもたちの未来を

しあわせに～」を開催、地域の未来を担う子どものたちを正しく育成するためには「地

域が幅広くつながること」や「地域ぐるみで大人と子どもたちと共に学び育つこと」

が大切であることを事業と公開例会を通して地域に広く発信しました。一年間ご尽力

を頂いた全ての方々に心から感謝申し上げます。

　事務局は、裸参りの設えや青葉まつり

の警備担当、ＬＯＭ運営の下支えとして

一年間活動をしてまいりました。担当す

る事業はございませんが、常に会議等に

も関わらせて頂き、事業や例会にも参画

する中で、事務局メンバー一同貴重な勉

強をさせて頂きました。また、京都会議

やＡＳＰＡＣ山形大会、全国大会松山大

会には事務局メンバー一人も欠けること

なく参加させて頂き、アテンド業務をは

じめ多くの気付きを得ることが出来まし

た。皆様にご指導を頂きながらメンバー

で協力し合い、一人ひとりが大きく成長

することができました。

子どもの共育実践委員会 事務局

　“打ち上げ場所変更に伴い…”というフレーズがお馴染みに

もなり、過去最大の予算規模となった本年の花火祭事業－。各

報道機関にも広く報道して頂いたこともあり、ＪＣ関係者のみ

ならず、市民の皆様からの寄付金も例年以上に集まりました。

広告協賛や個人協賛なども過去にないくらい、多額のご協力を

賜りました。次年度の配属（予定）も固まったいま、次年度以

降へ事務的、実務的な引き継ぎを丁寧に進めていくことも踏ま

え、より良い形で本年を締めくくりたいと思います。一年間ご

協力を頂いた全ての方々に心から感謝申し上げます。　

　各種大会へ「目的意識を持った積極的な参加」を

実現するために情報を発信し、更に参加しやすい仕

組みを採用しました。第６回例会では、ＡＳＰＡＣ

大会中に現地で開催し、ＯＢの方を講師に招き、姉

妹ＪＣや特別会員の参加のもと、国際色豊かな例会

となりました。対内メルマガは、例会や事業及び大

会等のタイムリーな情報と、ＪＣの本質を後輩へ引

き継ぐ先輩方のコラムを編集し発行しました。想い

やりのある委員会運営を心掛けました。

七夕花火祭特別委員会

渉外委員会
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　９月１８日（木）エル・パーク仙台にて第 2 回通常総会が開

催されました。審議事項として、２０１５年度理事長をはじめ

とする理事予定者の承認と本年度策定した「ＬＯＭ中長期ビ

ジョン」が審議、可決いたしました。

　また、報告事項として２０１４年度上期の収支と補正予算、

事業中間報告が報告されました。

　その後、次年度理事長予定者として承認された金ヶ崎政伸

君から２０１５年度へ向けて決意表明が述べられました。

第２回通常総会
　１０月９日（木）～１２日（日）の４日間、日本全国の青年会

議所メンバー１万 3,000人以上の参加により、『取り戻せ、日本

の矜持を！～「ことばのちから」が「たくましい国」日本へと導

く～』をテーマに、松山を舞台として開催されました。メイン

フォーラムには石原慎太郎氏をお招きして盛会に開催されまし

た。台風を気にしながらの大会式典や卒業式とはなりましたが、

古川顧問の卒業生代表スピーチが周囲の感動を誘っておりまし

た。

第63回全国大会 〈松山大会〉

　第１０回例会（９月例会）では、「勇気をもっ

てポジティブチェンジ！ ～現状より一歩前へ

～」と題し、有限会社 香取感動マネジメント 

代表 香取貴信氏にご講演頂きました。講演後、

例会委員会が本年度担当した例会の集大成と

して、メンバーに伝えたかったことを『ＪＣブギ』

と題した演劇にて、委員会メンバーが真のリー

ダーに成長していく過程を表現いたしました。

当日は総会もあり多くのメンバーが集まり、非

常に良い例会となりました。

第10回例会

　１０月１９日（日）仙台国際センターにて、当委員会が担当する公開例会『ゆめ☆

まちプロジェクト２０１４～ＣＯＮＮＥＣＴ 地域のたから～』が開催されました。

　公開例会は二部構成になっており、第一部はアニメ監督の山本寛氏を講師として

お招きし、『Ｗａｋｅ Ｕｐ, Ｐｅｏｐｌｅ！　～「地域のたから」の共有と発展～』とい

うテーマのもとで『地域のたから』となりえる地域資源を活かしたまちづくりや地域

の活性化について、後藤委員長との対談形式で講演をいただきました。

　第二部は当委員会が六月から取り組んできた事業『ゆめ☆まちプロジェクト２０１４

～ＣＯＮＮＥＣＴ 地域のたから～』の入賞者に対しての授賞式を執り行いました。

　本例会においては約２００名の市民の皆さまに足をお運びいただき、まちを愛す

る心を育むとともに、今後のまちづくりへ向けての行動を促す機会になりました。

第11回公開例会

　１２月１日（月）江陽グランドホテルにて第１３回例会が

開催いたしました。「ＬＯＭ内褒賞授与式」「本次年度理事

長交代式」「卒業証書授与式」の３部構成にて行ない、１

年間顕著な活動をしたメンバーを称えるとともに、納庄理

事長から金ヶ崎次年度理事長予定者に伝統のプレジデン

シャルリースが引き継がれました。

　そして、本年度卒業を迎える３０名のメンバーのこれまで

の功績を称え、感謝を伝える卒業式を盛大に執り行ないま

した。

第13回例会

　１１月３日（祝）アークホテル仙台において第１２回公開

例会を２部構成にて開催致しました。第１部では宮城教育

大学特任教授の庄子修氏による基調講演「地域・家庭・学

校が共に歩むと子どもは育つ。地域ぐるみで共育を実践」

を行ないました。また第２部では「共育が未来を変える。

未来には生きる子どもたちへしあわせを」をテーマにパネ

ルディスカッションを行ない、地域共育を実践することの

理解を深める機会となりました。

第１２回公開例会
「共育でつながろう！地域・家庭・学校
～子どもたちの未来をしあわせに～」

ゆめ☆まちプロジェクト２０１４
～ＣＯＮＮＥＣＴ 地域のたから～
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12
月
に
入
り
寒
さ
も
日
を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な

り
、
気
が
つ
け
ば
今
年
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
お
り

ま
す
。
今
年
１
年
間
、
公
益
社
団
法
人
仙
台
青
年
会

議
所
２
０
１
４
年
度
広
報
誌
「
の
ぞ
み
」
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
、
広
報
誌
「
の
ぞ
み
」
の
発
刊
も
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
４
０
１
号
は
仙
台
青
年
会
議
所
の
委
員

会
の
活
動
報
告
を
、
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本

年
度
、
仙
台
青
年
会
議
所
は
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
　
Ｏ
ｆ
　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
　
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
～
青
年
と

し
て
、
惑
わ
ず
、
憂
え
ず
、
恐
れ
ず
～
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
仙
台

青
年
会
議
所
で
は
様
々
な
活
動
や
運
動
を
各
委
員
会

が
計
画
し
、
地
域
社
会
の
た
め
や
青
少
年
育
成
事
業

等
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
仙
台
青
年
会
議
所
が
行
な
っ
て
い
る
活
動

や
運
動
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

仙
台
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
内
40
歳
を
迎
え
た

方
々
は
12
月
31
日
を
も
っ
て
、
卒
業
い
た
し
ま

す
。
本
年
は
30
名
の
メ
ン
バ
ー
が
青
年
会
議
所

運
動
に
対
す
る
熱
い
想
い
や
地
域
社
会
へ
対
し
て

の
使
命
を
残
さ
れ
た
現
役
メ
ン
バ
ー
に
託
し
、
新

た
な
想
い
を
胸
に
旅
立
っ
て
行
き
ま
す
。
ご
卒

業
生
の
皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
年
度
、
広
報
委
員
会
で
は
、
広
報
誌
「
の

ぞ
み
」
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
新
た
な

仙
台
青
年
会
議
所
の
運
動
を
発
信
し
て
参
り
ま
し
た

が
２
０
１
５
年
度
の
新
体
制
も
決
ま
り
、
次
年
度
に

向
け
た
活
動
が
早
く
も
始
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
仙
台
Ｊ
Ｃ
の
運
動
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
覧
い
た
だ

い
き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
広
報
誌
「
の
ぞ
み
」
を
発

行
す
る
に
あ
た
り
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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